
 

 

中国の教育 

                             湯浅 真澄 

 中国の大学に通っていると、様々な場面で日本とは違う教育制度や勉強に対

する意識の違いが見られます。そこで、中国人はどのような教育を受けて大人

になるのだろうか、という疑問を持ちました。今回も何人かの中国人の友達の

協力を受けて、幼稚園から大学に至るまでの中国の教育について調べてみまし

た。 

 

＜幼稚園＞ 

 家庭の状況にも拠りますが、中国では、働き盛りの親に代わって祖父母が子

供の面倒を見るという考え方が一般的です。「子供は親が育てるのが当たり前」

という考え方が根強い日本に比べて、共働き夫婦の子育ての問題は少ないよう

です。また、最近は小さな頃から子供にいくつもの習い事をさせる家庭も多い

です。 

 

＜小学校・中学校＞ 

 日本では小学校は一人の担任が一クラスを受け持ち、全ての教科を担任が教

えますが、中国では小学校から教科ごとに教える先生が違います。学校にもよ

りますが（ゆとり教育を実践している学校もあるそう）、小学校の頃から一日に

出される宿題は何時間もかかるほど多く、遊ぶ暇はありません。確かに、私は

中国に来てから、外で小学生が遊んでいる姿をあまり見かけません。きっと家

の中で宿題をしているのでしょう。ちなみに、日本の学校で見られる学芸会、

合唱コンクール、遠足などのイベントごとはほとんどなく、あるのは運動会の

みだそうです。テストの成績は、毎回壁に張り出されるなどして公開されます。

また、安全のため、小学生は親が送り迎えをします。時々小学生の登下校時に、

小学校前に送り迎えの人だかりを見ることがあります。一般的に中学校から、

家が学校から遠い生徒は寮暮らしをすることができるそうです。こんなに若く

して親元を離れて生活するなんて、想像しがたいですね。 

 

＜高校＞ 

 「高校生活は大学受験のための期間」と考えられており、学生は寝食以外の

時間を学習に費やすことを求められます。部活動は存在しません。日本の部活



 

 

動制度のように、将来それで食べていけるわけでもないのに勉強以外のことに

熱中することは、中国人には不思議に映るそうです。学生は朝５時頃起きて学

校に行き、夜の 10時頃授業が終わって帰る、という生活を毎日続けます。週末

も学校があり、先生も生徒も休む暇はありません。三日に一回といったかなり

の頻度でテストが行われ、そのたびに成績が公開されます。友達にも両親にも

成績が知られるというプレッシャーと、膨大な量のテストや宿題で、常に心身

は疲弊している状態です。大学受験当日はバスなどの公共交通機関が無料にな

ることなどからも、中国人がどんなに大学受験を重視しているかが伺えます。

私は、中国人の知り合いで「高校時代楽しかった」と言っている人を見たこと

がありません。中国人にとって、高校時代は「人生で一番つらい時期」と言っ

ても過言ではありません。 

 

＜大学＞ 

 晴れて大学に合格すれば、学生は初めて解放されます。それでも、日本の大

学生と比較するとよく勉強している印象です。なぜなら中国では、大学卒業後

は院に進むのが一般的であり（院に進まないと良い職に就けないという考えか

ら）、大学生活もまた大学院入試のための準備期間でもあるからです。また、日

本の大学と比べて学生が勉強に集中しやすい環境にあり、「学生は勉強第一」と

いう意識も強い気がします。中国の大学は日本の大学と違ってほぼ全寮制です。

食事は学校内の食堂で食べるので、自炊をすることはほとんどありません（寮

で禁止されているケースがほとんど）。通学時間もありませんし、図書館などの

校内設備は朝早くから夜遅くまでやっています。バイトも、やっても夏休みや

冬休みなどの長期休みにやるくらいで、しないことがほとんど。勉強のライバ

ルでもあるクラスメイトが、ルームメイトでもあるという環境で、大学院入試

に向けて切磋琢磨しあう…大学生になっても勉強に対する熱は冷めません。 

 

 中国人と教育に関する話をすると、みんなが口をそろえて「中国の教育はき

つすぎる」と言います。確かに、特に高校時代にみられる心身を壊すほどのス

トレスの大きいこの制度には疑問を持ちます。しかし、それが自主的であるか

という問題はあるものの、これほどの高い意識で小さい頃から勉強をし続け、

彼らの多くが大学院まで進むことは、この国の発展の一つの要因となっている

のではないかと思うのです。また、世界最大の人口を有する中国です。あらゆ

る資源やチャンスには限りがありますから、勉強という競争で勉強ができない

人を淘汰し、できる人がそれを獲得する、というこのような厳しい教育システ

ムしか機能しえないのかもしれません。中国の教育にもメリット・デメリット



 

 

があると思いますが、いずれにせよこの大国のリーダーたちは、このような厳

しい競争を勝ち抜いた人々でもあるのです。 

 

大学図書館前。開館時間は朝の 7時頃から夜の 10頃までなので、たくさんの学

生がこもって勉強しています。特にテスト前は何百もある座席が一気に埋まり

ます。 


